確定判決の変更を求める訴え

　　平成○○年○○月○○日

○○地方裁判所　御中


　　　　　　　　　　　原告訴訟代理人弁護士　　○　○　○　○　印　

　　　　　　　　〒　　○○県○○市○○町○丁目○番○号

　　　　　　　　　　　原告（確定判決上の原告）　○　○　○　○　

　　　　　　　　〒　　○○県○○市○○町○丁目○番○号

　　　　　　　　　　　　　　　　　○○法律事務所（送達場所）

　　　　　　　　　　　　　上記訴訟代理人弁護士　○　○　○　○　

　　　　　　　　　　　　　　　電　話　○○○○―○○―○○○○　

　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　○○○○―○○―○○○○　

　　　　　　　　〒　　○○県○○市○○町○丁目○番○号

　　　　　　　　　　被告（確定判決上の被告）　　○　○　○　○　

確定判決の変更を求める訴え

　訴訟物の価額　　　金○○万円

　貼用印紙額　　金○○万円

第１　請求の趣旨

　１　原判決主文第１項を次のとおり変更する。

　　　被告は、原告に対し、平成○○年○○月○○日以降、１か月金○○万円の割合による金員を支払え

　２　訴訟費用は、相手方の負担とする

との判決並びに仮執行の宣言を求める。

第２　請求の原因

　１　定期金による賠償を命じた確定判決の存在

　　　原告人は、被告との間において、平成○○年○○月○○日午後○○時○○分に発生した交通事故について、被告に対して平成○○年○月○○日から１か月○○万円の割合による金員の支払いを命ずる○○地方裁判所平成○○年（ワ）第○○○○号損害賠償請求事件の執行力ある確定判決を取得している（甲１、２号証）。

　２　著しい事情の変更

　　　ところが、上記確定判決の損害額の算定の基盤となった原告の後遺障害の程度は、上記確定判決の口頭弁論の終結後、４級から１級に変更された（甲３号証）。

　３　結　論

　　　上記事情変更は、著しい事情の変更にあたるので、原告は、民事訴訟法１１７条に基づき、定期金による賠償を命じた上記確定判決を請求の趣旨どおり変更することを求める。

証拠方法

　　１　甲１号証　　　　判決

　　２　甲２号証　　　　確定証明

　　３　甲３号証　　　　診断書

附属書類

　　１　訴状副本　　　　　　　　　　　　　１通

　　２　甲１号証から甲３号証までの写し　各１通

　　３　訴訟委任状　　　　　　　　　　　　１通

